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１． 授業のテーマと目標 

本講義のテーマは、マーケティングおよび、マーケティング視点によるサービス・

イノベーションです。サービス・イノベーションとは、新技術の利用による新規ビジ

ネスの開発と、サービスの効率化との両方の内容を指し、近年注目度が高まっていま

す。新規ビジネスの開発や、サービスの効率化には顧客視点が密接に関わり、顧客価

値の創造という意味で、マーケティングの考え方自体を導入することが必須となって

きます。 

本講義では、マーケティングの基礎的な知識の習得および、概念枠組みを理解する

ことをまず基本とし、その上でとくにサービス分野をマーケティングの適用領域とし

て、サービス・イノベーションの事象の分析を通じて、マーケティングの実践力につ

ながる思考力を養成することを目標とします。 

取り上げる主要テーマは、サービス・マネジメントとサービス・マーケティング、

サービス設計と顧客価値、ICT 利用による新規サービス開発、ICT 利用によるサービ

スの生産性向上で、これらのテーマに関連する理論とケースに焦点をあてます。 

 

２． 授業の概要と計画 

講義のスケジュールは以下の通りです。 

 

第１回目 １１月１９日 

テーマ：マーケティングにおける顧客価値と価値提供プロセス 

３限４限 

「環境対応のサプライチェーン・マネジメント CRAI 社のケース」の DVD 上映と課

題についてのグループ・ディスカッション 

５限 特別講演 

「グローバル・リテーラーの競争戦略」John Dawson 氏（エジンバラ大学名誉教授） 

事前課題 

Minami, C., Pellegrini, D. & Itoh, M., “When the Best Packaging Is No Packaging”, 

International Commerce Review, Vol.9, No.1-2 を読み、ポイントをまとめてきてくだ

さい。 

 

第２回目 １１月２６日 

テーマ：新技術の利用とマーケティング 

３限４限 

「リテール・イノベーション GMAP のケース」の DVD 上映と課題についてのグル



ープ・ディスカッション 

５限 特別講演 

「デジタル・リレーションシップ・マーケティング」浅野雅史氏（浅野コンサルティ

ング株式会社社長） 

事前課題 

『NLAS マーケティング』池尾恭一・青木幸弘・南 知惠子・井上哲浩著、有斐閣、

２０１０年、第２１章「関係性マーケティング」を読み、ポイントをまとめてきてく

ださい。 

 

第３回目 １１月３日 

テーマ：サービスと市場 

３限 

サービス・マネジメントおよびサービス・マーケティングの講義 

４限５限 

「IKEA 社のサービス・イノベーション」の DVD 上映と課題についてのグループ・デ

ィスカッション 

事前課題 

『NLAS マーケティング』池尾恭一・青木幸弘・南 知惠子・井上哲浩著、有斐閣、

２０１０年、第２３章「サービス・マーケティング」を読み、ポイントをまとめてき

てください。 

  

第４回目 １１月１０日 

テーマ：サービスにおけるオペレーションの設計と顧客価値 

３限 

製造業のサービス開発に関する講義 

４限５限 

「リテール・ソリューション 高千穂交易―ベイシアのケース」の DVD 上映および課

題についてのグループ・ディスカッション 

事前課題 

Heiko Gebauer, “Overcoming the Service Paradox in Manufacturing”, European 

Management Journal, 23-1, 2005 を読んで、ポイントをまとめてきてください。 

 

第５回目 １１月１７日 

 グループ研究プロジェクトの発表 

 

 



教科書や教材は事前に読んでいることを前提に講義を行います。クラスでの議論の

質を高め、学習効果を高めるために、必ず教科書の指定箇所や教材には目を通し、設

問への回答を作成し、講義時に提出してください。さらに、講義の理解・定着度を確

認し、成績評価のための事後レポートを課します。これについては後段の説明を読む

ようにして下さい。 

初回時に、１グループ６名程度のグループ分けを行います。新技術利用のサービス

開発、製造業のサービス開発、顧客価値、顧客価値の提供プロセスなど、各々のグル

ープは講義で扱うテーマから研究テーマを決め、２回目講義時に講師に伝えてくださ

い。それぞれテーマに沿った事例研究を行い、第５回目の最終回時に、各グループ２

０分程度の研究報告プレゼンテーションを行ってもらいます。各グループで選んだテ

ーマに沿って、ベストプラクティスか、代表事例、あるいは特異事例を選び出し、１

次資料（企業インタビューなど）and/or ２次資料（企業による公開資料等）をもとに

分析を行い、発表を行ってください。 

 

３． 成績評価方法と基準 

成績は、提出されたレポート、および講義への参加度をもとに判定します。詳細は

初回講義時に説明します。事前・事後レポート課題への配点７０％、グループ研究発

表および小レポートを３０％とします。 

事前レポートは、その回の講義当日に教室で提出してください。事後レポートは次

の回の講義当日に教室で提出して下さい（第５回のレポートのみ２０１２年１月２１

日締め切りで、教務係への提出とします）。 

レポートは、指定日当日に提出していただいたものだけを評価対象にします。どう

しても当日、都合が悪い場合は、事前に連絡いただき、期限前に提出していただけれ

ばそれでも結構です。 

レポートは以下の設問に応えるものを提出してください。レポートの長さは原則と

してＡ４、２枚とします。箇条書きではなく、きちんと文章で書いてください。 

 

４． 教科書・参考図書 

教科書 池尾恭一・青木幸弘・南 知惠子・井上哲浩著『NLAS マーケティング』有

斐閣、2010 年 4 月発刊 

 


